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はじめに  
センター長 中 川 義 次  

 
平成 23 年度は CPS にとって記念すべき年となりました。ポートアイランド地区に新築された 5 階

建ての研究棟、神戸大学統合研究拠点に我が CPS が入居を果たしました。全学から公募により選抜さ

れた大学を代表する 8 つの研究プロジェクトの一つとして、しかも大学の格別の計らいにより 3 階の

フロアー全部を与えられて 6 月に入居致しました。フロアーの設計は CPS の＜コーディネーションセ

ンター＞としてのコンセプトに基づいてなされており、フロアー中央に広いコーヒーサロンが設けら

れ、それを取り囲む形で 8 つの研究者ブースが配置されています。コーヒーサロンは研究者の出会い

の場となり、議論が発生して新しい研究が生まれる、そんな目論見を込めたフロアーを提供していま

す。さらに数十名収容可能なセミナー室、ゆったりとした事務オフィスなど、全体として世界一級レ

ベルのフロアーが実現できたと考えています。 
 
6 月末に統合研究拠点落成祝賀会がポートピアホテルで開催され、CPS 関係の来賓として佐藤勝彦

自然科学研究機構長、観山正見国立天文台長、小野田淳次郎 JAXA 理事/ISAS 所長、S. Mackwell 米
LPI 所長、W. Ip 台湾国立中央大学教授、太田賢司シャープ副社長などの方々の臨席を賜りお祝いの

言葉を頂きました。このような恵まれた環境が整った時点で、グローバル COE 事業は早くも 4 年目

の年を迎えることになり、グローバル COE 以後の CPS の継承・発展が眼前の大きな課題となってい

ます。 
 

 CPS の継承・発展に向け私どもはあらゆる努力を致す覚悟であります。今後も引き続き皆様の力強

いご支援をお願い申し上げます。 
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1 センターの構成 
 

1.1 スタッフ 
専任スタッフ(*)・北大専任スタッフ(**)・センター研究員・北大 G-COE 事業推進担当者(H) 
教授 准教授 助教 PD 
乙藤 洋一郎 
郡司 幸夫 
留岡 和重 
中川 義次 
林 祥介 
山中 大学 
島 伸和 
大槻 圭史 
荒川 政彦 
倉本 圭 H 
山本 哲生 H 
渡部 重十 H 
藤本 正行 H 
加藤 幾芳 H 

相川 祐理 
伊藤 洋一 
岩山 隆寛 
木村 宏* 
中村 昭子 
田中 秀和 H 
 

瀬戸 雄介 
高橋 芳幸 
春名 太一 
西澤 誠也 
保井 みなみ 
杉山 耕一朗** 
 

木村 淳** 
鈴木 絢子* 
谷川 享行** 
山田 耕* 

 
1.2 協力研究員 
氏名 所属・身分 
藤本 正行 
石渡 正樹 
山本 哲生 
永原 裕子 
井田 茂 
中本 泰史 
松田 佳久 
渡邊 誠一郎 
塩谷 雅人 
野村 英子 
芝井 広 
関谷 実 
観山 正見 
梅林 豊治 
和田 浩二 
千秋 博紀 
はしもと じょーじ 
松田 卓也 
向井 正 
佐藤 勝彦 
伊藤 孝士 
松井 孝典 
並木 則行 
Wing-Huen Ip 
Wen-Ping Chen 
阿部 新助  
木下 大輔 
佐藤 修二 

北海道大学大学院理学研究院・特任教授 
北海道大学大学院理学研究院・准教授 
北海道大学低温科学研究所・教授 
東京大学大学院理学系研究科・教授 
東京工業大学大学院理工学研究科 ・教授 
東京工業大学大学院理工学研究科・准教授 
東京学芸大学教育学部・教授 
名古屋大学大学院環境学研究科・教授 
京都大学生存圏研究所・教授 
京都大学大学院理学研究科・助教 
大阪大学大学院理学研究科・教授 
九州大学大学院理学研究院・教授 
国立天文台・台長 
山形大学理学部・教授 
千葉工業大学惑星探査研究センター・上席研究員 
千葉工業大学惑星探査研究センター・上席研究員 
岡山大学大学院自然科学研究科・准教授 
神戸大学・名誉教授 
神戸大学・名誉教授 
東京大学数物連携宇宙研究機構・特任教授 / 明星大学・客員教授 
国立天文台・助教 
千葉工業大学惑星探査研究センター・所長 
千葉工業大学惑星探査研究センター・副所長 
台湾 NCU・Professor 
台湾 NCU・Professor 
台湾 NCU・Assistant Research Professor 
台湾 NCU・研究員 
名古屋大学大学院理学研究科・教授 
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1.3  センター 学振特別研究員・リサーチアシスタント 
  氏名 所属 CG 身分 指導教員 
青田 拓大 神戸大学 基盤 RA 相川 祐理 
石川 徹  神戸大学 将来構想 RA 鎌田 桂子 
加藤 則行 神戸大学 社会交流, 教育研究 RA 伊藤 洋一 
辰巳 信平  神戸大学 教育研究 RA 郡司 幸夫 
谷 伊織 神戸大学 教育研究 RA 郡司 幸夫 
中岡 礼奈 神戸大学 教育研究 RA 鎌田 桂子 
中村 友昭  神戸大学 教育研究 学振特別研究員 郡司 幸夫 
西山 雄大 神戸大学 教育研究 RA 郡司 幸夫 
納多 哲史  神戸大学 基盤 RA 林 祥介 
朴 喆恩 神戸大学 国際連携 RA 郡司 幸夫 
松井 哲也 神戸大学 教育研究 RA 郡司 幸夫 
真鍋 翔 神戸大学 教育研究 RA 伊藤 洋一 
     
大木 平  北海道大学 基盤 RA 羽部 朝男 
金川 和弘 北海道大学 基盤 RA 藤本 正行 
堺 正太朗 北海道大学 教育研究 RA 渡部 重十 
Dagvadorj 
Ichinkhorloo 北海道大学 国際連携 RA 加藤 幾芳 

鶴巻 亮一  北海道大学 基盤 RA 橋元 明彦 
福井 隆  北海道大学 基盤 RA 倉本 圭 
山下 達也  北海道大学 教育研究, 基盤 RA 石渡 正樹 
 
 
1.4 スタッフ 
1.4.1 技術補佐員 

納田明達 
1.4.2 事務スタッフ 

佐藤 麻子, 本荘 佳子(6 月まで), 谷口 恵美, 尾堂 瑞枝, 堤野 由記子(7 月から) 
(以上, 神戸大学) 
村上 美礼, 石田 千織, 平野 まり子, 宍戸智恵子(以上, 北海道大学) 

 
 
1.5 人事異動 
内容 氏名 役職 異動月日 異動 元/先 機関・職 
異動 高橋 芳幸 特命助教 2011.4.1 理学研究科・助教/自然科学系先

端融合研究環重点研究部・特命

助教 
 
1.6  組織 
センター長 中川義次 
副センター長 林 祥介 
基盤 CG 林 祥介(長)，高橋 芳幸，西澤 誠也，杉山 耕一郎 
国際連携 CG 大槻 圭史(長)，木村 宏，谷川 享行 
将来構想 CG 山本 哲生(長)  
社会交流 CG 中川 義次(長)，山田 耕 
教育研究 CG 倉本 圭(長)，岩山 隆寛，木村 宏，高橋 芳幸，木村 淳，鈴木絢子 
運営委員会 中川 義次(委員長)，林 祥介，留岡 和重，樋口保成, 大槻 圭史 
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2 センターの活動 
教育研究拠点形成実績の概要 
本プログラムでは、神戸大学大学院理学研究科に設立された惑星科学研究センター(CPS)を、国内外の惑星科学
研究者やグループによる教育研究活動のネットワーク化を支援するコーディネーションセンターとして実質化し、惑
星科学コミュニティーにおける人材育成や研究活動の触媒として機能させることを目的とする。平成２３年度は以下
のような活動を重点的に実施した。 

1)新しい活動拠点専用領域の確保、2)開かれた運営・評価体制の確立と実施、3)国際ネットワークの拡充
を含む将来構想、4)情報基盤の整備、5)教育事業の推進、6)国際連携プログラムの展開、7)社会交流の展
開、8)個別研究 

詳細はCPSホームページhttps://www.cps-jp.org/参照。特に「天文学における挑戦: 観測の進歩」をテーマにした

H23 年度 CPS 国際プラネタリスクールは、JSPS-DST Asia Academic Seminar と共催として、国内外から 8 名の講師

を含む 78 名の参加者を得た。毎年実施してきた本スクールは 8 回目を迎え、様々な分野の大学院生、若手研究者

の教育に寄与している。さらに本スクールを含む CPS が開催、支援するスクールやセミナー等は、本事業の mosir

プロジェクトによってインターネットを通じて世界に公開され、質の高い教材として教育効果を産んでいる。本事業で

は、これらの活動を支える情報基盤システムの開発を継続的に行い、情報ネットワーク上に存在する拠点を実現し

つつある。 

 
教育研究拠点形成に係る具体的な成果 
【拠点形成へ向けての成果】 
本事業では個別テーマの研究はもとより、惑星科学研究推進の基盤となる仕組みの構築に主眼をおいている。今
年度の成果は下記の通りである。 
 活動拠点専用領域の確保：H23年6月、神戸大学からポートアイランドに新築された統合研究拠点の3階に500

㎡の本事業占有領域の提供を受け、支援体制・教育研究環境を充実させ、これまでよりも多くの訪問者を受け
入れの各種研究会開催、CPSセミナーの開催が可能になった。 

 開かれた運営・評価体制の確立と実施：CPS共同事業専門委員会の外部委員との交流を継続し、助言、評価
を得てきた。H23年9月に開催した国際プラネタリスクールに招聘した講師陣からも我々の活動に対する賛同と
助言を得た。 

 国際ネットワークの拡充を含む将来構想：H23年6月に行われた統合研究拠点の落成式に際し、自然科学
研究機構佐藤機構長、宇宙科学研究所小野田所長、米国LPI(Lunar and Planetary Institute) Mackwell所長、
台湾国立中央大学Ip教授らの来訪を得て、これまでの当拠点の活動に対する評価と今後の展開に対して議論
を行った。H23年10月には、LPIとの連携協定を締結した。また、H24年3月には、LPIならびに欧州
ISSI(International Space Science Institute)を訪問し、様々な建設的助言と連携強化へ向けての提言を得た。
H23年12月、H24年2月には、「はやぶさ２から考えるサイエンス研究会」、「火星研究の現状と将来展望」研究
会をCPSで開催し、多数の研究者の参加を得て、今後の日本の惑星探査計画について密な議論が行われた。
この成果は惑星科学コミュニティーや政府レベルでの日本の月惑星探査の今後の進め方の議論に大きな影響
を与えている。 

 情報基盤の整備：新しい拠点におけるネットワーク・講義収録システムの整備、CPSサーバ・ネットワーク会議
システム・知見情報収集システムの開発改良を継続した。その結果、H23年度は特に大きなトラブルはなく、
安定的に運用することができた。H23年度末の時点で、CPSサーバの登録アカウント数は550を越え、約
80のメーリングリストおよび約40のWIKIが稼働し、様々な活動において利用されている。また、会議開
催支援システムは、国際プラネタリスクールの開催において利用されるなど、会議運営コストの軽減に
貢献している。詳細は基盤CGのページ(https://www.cps-jp.org/~iscg/pub/)参照。 

 教育事業の推進：惑星科学コミュニティーの協力を得て、スクールプログラム、実習プログラム、エクスチェン
ジプログラムを展開するとともに、常時的研究セミナーとしてほぼ毎週の頻度でCPSセミナーを開始し、惑星科
学の知見情報を集積提供、あるいは発展させる場とした。これらの講義とその資料は、mosirプロジェクト
(https://www.cps-jp.org/~mosir/)としてCPSサーバ上に集積公開し、また、CPSセミナーはネットワークセミナ
ーとして全国のコミュニティーからの参加を可能とした。詳細は教育研究CGのページ
(https://www.cps-jp.org/~ercg/)参照。 

 国際連携プログラムの展開：3つのプログラムによる海外の研究教育機関との人材交流を通じて惑星科学の
中・長期的展望に立った活動を支援している。H23年度は、計11件の企画を採択、延べ14名の研究者が国際
的な研究交流を行った。特にエクスチェンジプログラムでは、計9件の企画を通じて、CPSとの連携研究機関で
あるNCU、ハーバード大、マックスプランク研究所の研究者と交流し、連携拡大を図った。国際連携CGのペー
ジ(https://www.cps-jp.org/~iccg/pub/)参照。 

 社会交流の展開：教員および科学館学芸員向けセミナー、科学館との連携活動(2回)、科学の甲子園出
場高校生へのレクチャーを実施した。社会交流CGのページ(https://www.cps-jp.org/~sicg/)参照。 

 個別研究の展開：個別テーマの研究成果については後述。 



7 

 

2.1 開催集会 
日程 行事名 参加人数 形態 主催 

2011 年 7 月 12 日～7 月 15 日 
 惑星科学フロンティアセミナー 37 スクール 共催 

2011 年 8 月 19 日～8 月 22 日 
GFD セミナー (地球流体セミナー) 41 スクール 共催 

2011 年 8 月 1 日～8 月 31 日 
滞在型研究会「全天体形成」 – 研究会 共催 

2011 年 8 月 23 日～8 月 24 日 MODEST-10d: High-Level Languages for 
Hugely Parallel Astrophysics Simulations: 
Dialogues between Computer Scientists and 
(Astro)physicists 

25 研究会 共催 

2011 年 9 月 12 日～9 月 17 日 
第 4 回 CPS 実験基礎実習(実験実習基礎コース) 32 実習 共催 

2011 年 10 月 6 日～10 月 7 日 
 地球流体データ解析・数値計算ワークショップ  研究会 共催 

(実習) 
2011 年 11 月 28 日〜30 日 
2012 年 2 月 27 日〜28 日 
2011 年 12 月 14 日（報告会） 

第 4 回 CPS 衝突実験実習(実験実習応用コース) 10 実習 共催 

2011 年 11 月 9 日～11 月 11 日 
 

第 29 回 Grain Formation Workshop 
平成 23 年度銀河のダスト研究会 50 研究会 共催 

2011 年 11 月 25 日～11 月 27 日 
CPS 天体観測実習 14 実習 主催 

2011 年 11 月 29 日～12 月 2 日 第 14 回 ワークショップ「地球惑星科学における

流体力学」 (FDEPS) 39 スクール 共催 

2011 年 12 月 12 日～12 月 13 日 「日本における超高速衝突実験の現状と将来展

望」研究会 42 研究会 主催 

2011 年 12 月 15 日 
第 6 回 はやぶさ２から考えるサイエンス研究会 25 研究会 共催 

2012 年 2 月 13 日 
火星研究の現状と将来展望 46 研究会 主催 

2012 年 2 月 19～2 月 21 日 
 第 12 回 森羅万象学校 「生命のルーツを探る」 19 スクール 後援 

2012 年 2 月 20 日～2 月 22 日 
第 5 回 月惑星探査データ解析実習会 15 実習 後援 

2012 年 3 月 5 日 第一回惑星科学最前線セミナー「第二の地球は存

在するか？」 9 セミナー 主催 

2012 年 3 月 5 日～3 月 6 日 
地球流体データ解析・数値計算実習 58 実習 共催 

 
 
2.2 セミナー 

年月日 講演者 所属 セミナータイトル 

2011 年 4 月 6 日 James 
Imamura  

オレゴン大 Nonaxisymmetric Instabilities in Massive, 
Self-Gravitating Disks 

2011 年 4 月 20 日 田村 隆哉 京大 原始惑星系円盤の光蒸発散逸計算 

2011 年 4 月 27 日 奥住 聡 名大 原始惑星系円盤におけるダストの合体成長に対する静電反

発の効果 
2011 年 5 月 12 日 定池 祐季 北大 津波被災地における災害文化 

2011 年 5 月 18 日 左近 樹 東大 Observing the Sites of Dust Formation in Circumstellar 
Environments 

2011 年 6 月 1 日 吉田 敬 東大 SN 2007bi の親星 〜大質量星の進化の視点から 

2011 年 6 月 8 日 大月 祥子 ISAS/JAXA 金星大気の観測 
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2011 年 6 月 22 日 渡邊 誠 北大 北大 1.6 m ピリカ望遠鏡の建設と現状 

2011 年 6 月 29 日 本田 親寿 会津大 月に形成したクレーターの光条消失時間について 

2011 年 7 月 6 日 牧野 淳一郎 東工大 GRAPE、 国策スパコン、科学技術政策 

2011 年 7 月 6 日 三谷 烈史 ISAS/JAXA 月着陸探査計画 SELENE-2 における科学観測の検討状況 

2011 年 7 月 20 日 坂崎 貴俊 北大 TIMED/SABER 衛星データおよび全球再解析データを用い

た対流圏−下部中間圏の一日潮汐の研究 
2011 年 7 月 27 日 藤原 正智 北大 気候監視のための新しい高層気象観測ネットワーク

GRUAN 
2011 年 7 月 28 日 宮林 正恭 CIS リスク危機管理と科学・技術 

2011 年 8 月 4 日 柿並 義宏 北大 地震に関連する電離圏擾乱〜最近の研究の紹介と東北地方

太平洋沖地震事例紹介〜 
2011 年 8 月 31 日 南波 直樹 理研 科学広報、次のステップへ 

2011 年 9 月 7 日 樋口 有理可 東工大 オールト雲と長周期彗星 

2011 年 9 月 14 日 Carsten 
Güttler 

神戸大 A Growth Model for Protoplanetary Dust Aggregates 
Based on Laboratory Experiments 

2011 年 10 月 4 日 Chin-Ping Hu NCU Time-Frequency Analysis of Superorbital Modulation of 
X-ray Binary SMC X-1 by Hilbert-Huang Transform 

2011 年 10 月 5 日 望月 伸竜 熊大 高確度な古地磁気強度測定にもとづく地球磁場変動の研究 

2011 年 10 月 12 日 佐野 亜沙美 原子力機構 中性子散乱実験と地球深部科学―ワズレアイトを一例として 

2011 年 10 月 19 日 樋山 克明 札幌市青少年科

学館 
科学館とのコラボレーション 〜札幌市青少年科学館での取

り組みについて〜 
2011 年 10 月 19 日 木村 恵二 京大 A One-Fluid MHD Model with Electron Inertia 

2011 年 10 月 26 日 寺田 健太郎 広島大 局所絶対年代分析で拓く太陽系年代学 

2011 年 11 月 2 日 岩田 隆浩 JAXA/ISAS 宇宙測地手法を用いた月惑星計測研究 〜「かぐや」までと、

これから〜 
2011 年 11 月 4 日 Juergen 

Schmidt 
ポツダム大 Cassini Cosmic Dust Analyzer: In-situ Measurements in 

the Plume of Saturn's Moon Enceladus 
2011 年 11 月 4 日 Heikki Salo オウル大 Dynamical and photometric modeling of Saturn's Rings 

2011 年 11 月 16 日 Valentine 
Wakelam 

Laboratory of 
Astrophysics of 
Bordeaux / 
University of 
Bordeaux 

Improving the quality of chemical model predictions for 
the interstellar medium 

2011 年 11 月 16 日 Franck Selsis Laboratory of 
Astrophysics of 
Bordeaux / 
University of 
Bordeaux 

Exoplanet atmospheres: from hot to habitable worlds 

2011 年 11 月 21 日 玉内 朱美 ハイデルベルグ

大 
室内実験における赤外分光分析の利用法と可能性 

2011 年 11 月 30 日 Harald 
Krüger 

MPS Jupiter's Dust Disk: An Astrophysical Laboratory 

2011 年 12 月 6 日 北村 佳照 神戸海洋気象台 海洋の炭素循環 

2011 年 12 月 7 日 浅井 圭介 東北大 Planetary Locomotion - 惑星探査の新しい可能性 

2011 年 12 月 14 日 阿部 新助 NCU 潜在的地球衝突可能性天体 

2011 年 12 月 21 日 畠山 唯達 岡山理科大 地磁気永年変化と考古地磁気学 

2012 年 1 月 11 日 宮原 ひろ子 東大 太陽圏システムと地球の気候/気象 

2012 年 1 月 17 日 今村 剛 ISAS/JAXA 惑星大気の波数スペクトル 

2012 年 1 月 18 日 佐藤 友子 広島大 SiO2 ガラスの超高圧下における振る舞い 

2012 年 1 月 25 日 千秋 博紀 千葉工大/PERC 小天体まわりの浮遊ダストについて 

2012 年 2 月 1 日 平下 博之 台湾中央研究院 Evolution of grain size distribution in the interstellar 
medium 
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2012 年 2 月 8 日 二村 徳宏 岡山天文博物館 小惑星の可視・近赤外反射スペクトル解析法とその応用 

2012 年 2 月 15 日 柳沢 俊史 JAXA 宇宙デブリの現状と JAXA の対策 

2012 年 2 月 22 日 Evgenij Zubko ヘルシンキ大 Remote sensing of comets using polarimetry 

2012 年 2 月 24 日 横畠 徳太 NIES 将来予測のための気候モデルの信頼性 

2012 年 2 月 29 日 小川 和律 ISAS/JAXA 月面設置観測機器の熱設計: 月面サバイバルモジュール 

2012 年 2 月 29 日 矢野 浩一 駒大 日本で基礎研究は必要だろうか？〜経済モデル・データから

の回答〜 
2012 年 3 月 7 日 東 真太郎 広島大 斜長石とかんらん石の相対強度と地球と金星のレオロジー

層構造におけるその重要性 
2012 年 3 月 12 日 Hanno Rein プリンストン高

等研究所 
Three topics on Saturn's rings and their relation to planet 
formation 

2012 年 3 月 13 日 山根 省三 同志社大 データ同化の基礎について 

2012 年 3 月 14 日 渡部 直樹 北大 極低温表面における水素の化学：星間塵上での化学進化と重

水素濃集 
2012 年 3 月 14 日 Ranjan Gupta IUCAA NIR Silicate features and Statistics from IRAS data 

2012 年 3 月 14 日 Asoke K. Sen アッサム大 Model for cometary grains to expalin polarization 

2012 年 3 月 28 日 中村 智樹 東北大 新しく発見された炭素質コンドライト隕石について―D 型小

惑星の物質か？ 
 
2.3 2011 年度国際プラネタリスクール 
テーマ：Challenges in Astronomy: Observational Advances 
日程：2011 年 9 月 26 日-10 月 1 日 
場所：南淡路ロイヤルホテル (南あわじ市) 
参加者：計 78 人(国内所属 46、海外所属 32) 

参加国別人数：日本 46, インド 24, アメリカ, 韓国, 中国各 2,ドイツ, 台湾各 1) 
講師と講義タイトル： 

• Sebastian Wolf (Univ. of Kiel, Germany) 
The Birthplace of Planets : Observations and Modeling of Circumstellar Disks 

• David Bennett (Univ. Notre Dame, USA) 
Detection of Extrasolar Planets by Gravitational Microlensing from the Ground and Space 

• Annapurni Subramaniam (IIA, India) 
Probing the Geography, History, and Chemistry of Nearby Galaxies with Future Telescopes 

• Ajit Kembhavi (IUCAA, India) 
Virtual Observatories: Tools and Applications 

• Masatoshi Ohishi (NAOJ, Japan) 
Data Discovery in and Science Results by means of VOs 

• Jayaram Chengalur (NCRA/TIFR, India) 
Atomic Hydrogen in the Universe 

• Hideyo Kunieda (Nagoya Univ., Japan) 
Violent Universe Explored by Japanese X-ray Satellites 

• Nobuyuki Kanda (Osaka City Univ., Japan) 
Frontier of Gravitational Wave Astronomy - Opening New Window of Astrophysics and Cosmology 
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3 研究活動と成果 

 
3.1  概要 
(大槻) 
・巨大惑星による微惑星一次捕獲過程 
巨大惑星の重力による微惑星の一時捕獲過程は、不規則衛星の起源等に関連して重要である。本研究では太陽、惑星、微惑星の三体

問題軌道計算を行い、一時捕獲が起きるときの軌道の特徴ならびに一時捕獲確率について詳しく調べた。その結果、捕獲中の軌道の

形状は大きく４つに分類でき、微惑星のエネルギーと軌道離心率に依存すること、捕獲確率は微惑星軌道離心率とともに大きくなる

こと、捕獲確率と捕獲時間は冪の関係で近似できること、等が明らかになった。 
・惑星リングの粘性 
惑星リングでは粒子間の衝突と重力散乱により角運動量が輸送され、その効率は粘性によって表される。本研究ではN体シミュレー

ションを用いて惑星リングの粘性を数値的に求め、様々 なパラメータに対する依存性を調べた。その結果、粒子の反発係数を変える

と粘性の値は2～3倍程度、変化すること、粒子間相互重力の効果が強くなりアグリゲイトが形成されるリング外縁部での粘性は、そ

のような効果を無視した従来の見積より小さくなること、等を明らかにした。また計算結果を再現する近似式を導出した。 
・周惑星円盤による微惑星捕獲過程 
巨大惑星の規則衛星は周惑星円盤中での小天体の衝突合体によって形成されたと考えられている。従来の研究では衛星の材料物質は

原始惑星系円盤ガスとともに供給されたと仮定されていたが、ある程度大きな微惑星はガス流とは独立に運動して惑星に近づき、周

惑星円盤からのガス抵抗によってエネルギーを散逸して捕獲されると考えられる。本研究ではこの過程に着目し、周惑星円盤からの

ガス抵抗を考慮した三体問題軌道計算を実行して捕獲確率を求めた。その結果、相対速度が小さい時には周惑星円盤ガスの運動に対

して逆行方向に近づく天体の方が捕獲されやすいこと等を明らかにし、計算結果を再現する解析的表式を導出した。 
 
(相川) 
・星形成コアの分子組成・同位体進化 
1次元輻射流体計算による星形成コアモデルに基づいて、大型有機分子や炭素鎖分子、およびこれらの重水素比の時間進化を調べた。

その結果、大型有機分子、炭素鎖分子ともに原始星コアの進化が進むにつれて増加することが分かった。また低温な高密度コア時代

に生成された分子の高い重水素比は、その後原始星周囲で大型有機分子などが生成される際に娘分子に引き継がれることを示した。

また、3次元RMHDシミュレーションに基づいてfirst core形成時の分子組成空間分布を求めた。分子の組成分布はほぼ温度分布で決

まること、現在Class I天体で検出されているHot Corino分子がfirst coreの段階でも存在することを示した。上記の2件の結果は国際学

会で発表し、学術論文としてまとめ、The Astrophysical Journal誌に投稿中である。 
・edge-on YSOの氷吸収バンド観測 
赤外線天文衛星AKARIによるedge-on YSOの分光観測結果を解析し、星周および星間の氷組成を明らかにした。この結果は

Astronomy & Astrophysics誌に掲載された。 
・星形成領域の電波観測と星間化学モデルの比較 
野辺山電波観測所で行われている星形成領域の分子輝線観測プロジェクトにも参加し、観測結果とモデルの比較等を行った。 
 
(伊藤) 
・連星として存在する若い褐色矮星の発見 
褐色矮星は伴星として存在するものが少ない。これは褐色矮星の特異な形成過程によるものかもしれない。我々 は伴星として存在す

る若い褐色矮星を2つ発見した。スピッツァー望遠鏡のアーカイブデータとすばる望遠鏡の共同利用観測で取得したデータに基づく。 
・若い天体の年齢の正しい決定法の開発 
今までは、測光から総光量を求めて主系列星の年齢を決めることが多かった。しかし、この方法では原始惑星系円盤や境界層に起因

するベーリングによる増光などを取り除くことができず、正しい年齢は求められない。そこで、高分散分光観測から近接する金属の

吸収線の等価幅を測定し、その比から表面重力を求め、年齢を正確に決める新たな手法を開発した。すばる望遠鏡の共同利用観測や

岡山天体物理観測所の共同利用観測によって得られたデータに基づく。 
・古典的Tタウリ型星FS Tauに付随する原始惑星系円盤の発見 
恒星の半数は連星を成している。若い連星の周囲には周連星系円盤が付随し、構造が複雑であることが多い。我々 は、おうし座分子

雲に属するTタウリ型連星FS Tauの高空間分解能観測を行い、この周連星円盤が南北で色が大きく異なることを発見した。この成果

については、国立天文台ハワイ観測所においてプレスリリースがなされた。すばる望遠鏡の共同利用観測で取得したデータに基づく。 
・小惑星の中間赤外線観測 
小惑星は中間赤外域に熱放射のピークを持つ。我々 は、中間赤外線の分光観測を行い、直径の最も大きな小惑星であるセレスに、シ

リケート起源のエミッションバンドを検出した。UH/UKIRTの日本人枠共同利用観測で得られたデータに基づく。 
 
(保井) 
・小惑星および氷衛星の衝突破壊強度および流動特性 
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小惑星や氷衛星は、微惑星の衝突破壊・再集積の繰り返しによって進化し、その進化過程において小天体衝突によるクレーターや塑

性変形による流動地形といった表面地形を形成したと考えられている。本研究では小惑星および氷衛星の衝突進化および表面地形の

形成過程を明らかにするため、それらを模擬した試料を用いて衝突実験および変形実験を行った。小惑星を母天体としたコンドライ

ト隕石の構成物を模擬するため、石膏にコンドリュールと見立てたサイズの異なるガラスビーズを加えて衝突破壊実験を行った結果、

コンドリュールが含まれない場合に比べて衝突破壊強度が最大で1桁小さくなることが分かり、小さな直径をもつ小惑星でも再集積可

能であることが推定された。また、氷衛星を模擬するためにH2O氷に岩石粒子と見立てたサイズの異なるガラスビーズを加えて変形

実験を行った結果、ビーズが異なると変形強度が大きく変化し、特にサイズが大きい岩石粒子が氷に含まれた場合、純氷よりもさら

にはやく流動することが明らかになった。 
 
(中村) 
・メインベルト小惑星で、Ｄ型と考えられている小惑星 (596) Scheilaから放出された塵による太陽散乱光強度から、塵サイズ分布を

仮定して塵総量を推定した。ついで、室内実験に基づくクレータースケーリング則を用いて、小惑星に衝突した天体の大きさとクレ

ーターサイズを、それぞれ直径20-50ｍ、直径数100ｍであると算出した。また、観測で確認された３つの塵の帯が、斜め衝突を起源

とするものであることを推測した。本研究により、小天体の地上観測結果から室内衝突実験の知見をもとに衝突の物理量を推定しう

ることを示した。 
 
(荒川) 
・ラブルパイル天体の衝突破壊・再集積条件を明らかにするために，ガラスビーズを用いた模擬ラブルパイル試料の衝突破壊実験を

行った。その結果，ラブルパイル天体では，衝突点近傍の構成要素に破壊が集中し，弾丸エネルギーのほとんどが散逸されてしまう

ことがわかった。その結果，ラブルパイル天体全体に構成要素の破壊が及ぶことはなく，構成要素の飛翔速度も非常に小さいため，

重力再集積が効率的に起こることが明らかになった。また，氷微惑星の衝突破壊・再集積条件に対する空隙率と焼結度の影響を明ら

かするため，低温室内において雪を用いた衝突実験を行った。その結果，衝突破壊強度の空隙率依存性を明らかにした。 
 
(林) 
・惑星大気シミュレーションモデルの開発と大気循環構造の解明 
太陽系ならびに太陽系外の惑星大気を念頭に、それらがおかれたパラメタ空間を覆うことのできる、階層的に構成された大気循環モ

デルならびにそのデータ処理と可視化に必要となるソフトウェアの開発を継続して行った。今年度の開発は主に軽量(計算資源を大き

く必要としない)な雲過程の導入とその地球パラメタでの検証実験である。現在地球の降水量や放射平衡分布との比較においては観測

値と数％以内の範囲で収まる範囲の結果を得た。これによって、特定の惑星条件にあまり特化しない軽量な物理過程の実装を得、比

較惑星科学に必要となる多様なパラメタ値での一貫した数値実験へ一歩すすめることができた。循環構造の解明に関しては、大気大

循環モデルを用いた水惑星国際比較実験の結果を集計し、世界の研究者と共同によりATLAS化を行い、また、熱帯域の降水構造のモ

デル依存性に関してはその構造分類を行い、時空間スペクトルの形状と実空間での様相との関係を考察した。このほかに火星の高分

解能数値実験、回転球核対流実験、木星雲構造実験などを実施し、また、原始惑星系円盤ガスの運動に関する考察をおこなった。 
 
(岩山) 
・一般化された2次元流体の渦列・渦層の安定性に関する研究 
一般化された2次元流体は，地球流体力学で知られたいくつのかの2次元流体系を統一的に記述する方程式として，提唱されたもので

ある．この方程式を研究することによって，複数の地球流体力学的2次元流体系が統一的に理解することが可能となる。本研究では直

線状に並んだ点渦列及びその極限としての渦層の線形安定性を理論的に調べた。系を支配するパラメターαが３未満であれば，系に与

えた正弦関数的な擾乱の振幅は，指数関数的に増大していく．一方αが３では渦列に沿う方向にのみ代数的に擾乱は成長する。また，

渦層の場合には１より大きいαに対して，擾乱の振幅の指数関数的成長率は有限値であるが，1以下では擾乱の成長率は無限大である。

このことから，αが1以下の渦層は存在しえないことが示唆される。 
 
(高橋) 
・地球型惑星大気大循環モデルの構築 
太陽系内の複数の地球型惑星の大気循環の構造は惑星ごとに異なる。本研究では、それら多様な惑星大気大循環構造を理解すること

を目指して、様々 な惑星に対して適用することができる地球型惑星大気大循環モデルの構築に取り組んでいる。今年度は、モデルを

地球、および火星条件で実行するための過程を実装した。さらに、そのモデルを用いて地球の条件で実施した結果を地球大気の観測

結果と比較することで、モデルの検証を行った。地球条件でのモデル計算と観測との比較の結果、地球大気大循環の構造はモデルに

よって概ね再現されていることが示された。全球平均熱収支は、ほとんどの場合 O(1) W m-2 の範囲で観測結果と合っている。また、

モデルで表現される循環構造も季節変化の様子も観測結果と類似していた。今後、モデルに導入する過程をより精密化するとともに、

他方、火星条件の計算結果と観測結果との比較を進める予定である。 
 
(留岡) 
・炭素質コンドライトの主要なグループであるCVに属する隕石は含水鉱物をほとんど含まず，その母天体には水はほとんど存在しな

いと考えられていた。我々 は，CVに属するモコイア隕石から8つのコンドリュールと含水マトリックスからなるクラスト(岩片)を発見
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した。このクラスト内では，コンドリュールが強い水質変成を受け，含水鉱物に変成しマトリックス化している。このクラストの発

見は，CV母天体には多量の水が存在する領域があったこと，そしてそこでは大規模な水質変成と衝突による角礫岩化が起こっていた

ことを示している。 
・大規模に溶融分化した石質隕石であるエコンドライトの赤外線スペクトルを測定し，天文学的に観測された様々 な進化段階にある

原始星雲円盤のダストの赤外スペクトルとの比較を行った。始原的タイプと分化的タイプのエコンドライトのスペクトルを様々 な割

合で混合したものが，進化の初期段階にある星雲円盤のスペクトルと良い一致を示すことがわかった。このことは，星雲進化の初期

段階において既に，微惑星の溶融分化そして大きく成長した微惑星の衝突によるダスト形成が起こっていたことを示唆している。 
 
(瀬戸) 
・結晶の集合体である岩石において結晶選択配向性や粒子サイズ、格子歪みといった要素は岩石のバルク物性を考えるうえで重要で

ある。本研究では、コンピュータ上で模擬的に多結晶体試料の方位分布を再現し、撮影した回折図形と一致するように結晶方位分布

モデルおよび応力/歪みテンソルを乱数的に逐次改良することによって選択配向や格子歪みの情報を抽出するアルゴリズムを開発した。

天然/合成試料に対して解析を行い、複数の手段で検証したところ、比較的複雑な対称性をもつ結晶相にもこの方法が適用できること

が分かった。この方法は特に高温高圧下における岩石の物性解明に有用である。 
・マントル-コア境界では、ポストぺロブスカイトと呼ばれる異方性の強いMgSiO3の高温相が多く存在すると考えらえている。そこ

でポストペロブスカイトと同構造をもつCaIrO3を出発物質として、ダイヤモンドアンビルセルによる一軸圧縮実験をおこない、その

変形機構やおよび結晶選択配向性を調べた。8-30万気圧の範囲で一軸圧縮実験を行った結果、ポストペロブスカイト構造の変形機構

は(010)面が支配的なスリップ面として働いており、また変形に伴って強い選択配向を示すことが分かった。また、非静水圧下ではペ

ロブスカイトからポストペロブスカイト構造への相転移が比較的低い温度圧力で起こることが分かった。これらの結果はマントル-コ
ア境界における弾性波速度および熱的構造の異方性と整合的である。 
・下部マントルにおいて(Mg,Fe)SiO3ペロブスカイトはもっとも主要な構成鉱物であり、圧力の増加に伴って構造中のFeがhigh-spin
からlow-spinへ転移することが知られているが、これまで報告されているspin転移圧力は研究者間で大きな隔たりがあった。そこで、

このペロブスカイトについて高圧下での放射光X線発光分析および放射光X線回折実験を行った。実験の結果、約60万気圧以上では

high-spinの割合が徐々 に減っていき、さらにモル体積が不連続的に変化することが分かった。ただし、200万気圧下においても

high-spinが完全に消えることはなかった。これらの結果は、ペロブスカイト構造における12配位サイトと6配位サイトの結晶場環境

とそれぞれのサイトに存在するFeの量比および価数がspin転移圧に強く依存することを示唆している。 
 
(郡司) 
・ミナミコメツキガニの群れ行動に関する研究 
西表島の干潟に生息するミナミコメツキガニは、多いときで数万～数十万個体からなる群れを形成し、隊列を組むように行進するこ

とから兵隊ガニと呼ばれている。ここでは８台のビデオカメラを並列式に配置し、高解像度でカニの動画を撮影し、その挙動を解析

すると共に、2種類のモデルを構築し、実際の挙動と比較した。その結果、相関距離が群れの大きさに対して常に同じ比率で認められ

るというスケールフリー相関が説明できるほか、密度効果による忌避領域への侵入なども説明可能となることがわかった。また実際

のカニの運動が過去の他個体の運動を考慮して予期しているか否かに関する解析では、予期が実際に行われているという結果が得ら

れた。 
・ラフ集合を用いた文脈や物語解析の研究 
位相空間で定義される内点集合や閉包は、近傍系から誘導される。近傍系を、二項関係から誘導される同値類に置き換えるとき、内

点集合や閉包は一般化され、集合を近似する演算操作となる。ここでは複数の異なる二項関係を用意することで、多様な近似のベー

スを用ち、多義的な解釈のもとで頑健な構造を抜き出す操作を提案し、これを用いて小説の展開における図地関係の変化を解析した。 
・ネットワークの代数構造による解析 
ネットワークの科学は、様々 な分野に応用されるが、局所的構造の総和や分布に関して評価するだけで、一個の全体としての構造を

評価する解析方法は見当たらない。ここでは、有向グラフとしてしてのネットワークにおいて、ソース、ターゲットに関する同値関

係を定義し、そこから誘導される演算の合成に関する不動点で、束を構成し、ネットワークの一個の船体としての構造が、いかなる

ものか代数的に評価する方法を考案した。この方法を現実の文献引用のネットワークに適用するとき、分配性のような束の性格が、

ネットワーク次数のべき分布に関係していることが認められた。 
・トビイロケアリの探索行動に関する実験的および理論的研究 
庭アリであるトビイロケアリは、太陽光コンパス以外に、道しるべフェロモンや、視覚的目印を用いて空間を探索し、巣へもどるこ

とが知られているが、どのように目印を生成し、記憶を想起するかについて具体的研究は進んでいない。ここでは巣箱をセットした

探索用飼育箱に、簡単な迷路を接続し、行きのどのような行動が目印想起を引き起こすかについて実験をした。その結果、往路で袋

小路に嵌り、困難が強いられるとき、視覚的目印が記憶され、また復路でよく想起されるという結果が得られた。またフェロモンと

目印のコンフリクトをより大きくすることで目印の頑健性がどのように変化するかについても実験した。特に、目印を次々 に生成し、

帰路においては、辿った直後、目印の情報を消去する目印生成・想起モデルを提案したが、これは以上の実験結果を部分的に説明で

きるものだった。 
・三色旗問題に関する相対主義的モデル 
形態形成におけるスケールフリーな構造は、隠喩的に三色旗問題と言われているが、相対的な構造の比率は、絶対的な境界条件によ

って置き換えられるというモデルが、主流である。これに対して、運動からスケールフリーな分化が出現し、その後運動し再配分さ
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れて位置情報が生成されるというモデルを提案した。 
 
(春名) 
・複雑ネットワークへの圏論の応用 
複雑ネットワーク研究ではネットワークの頂点を単なる点として扱うが、現実のシステムでは頂点として表現される対象内部では何

らかのプロセスが走っていることが多く、頂点間の相互作用は内部プロセス同士の接合面であるという見方ができる。本研究では、

前年度までの研究において、このような双対的な見方を圏論を用いて定式化し、普遍性を用いた議論によって有向ネットワークの通

常の有向経路と双対となる側方経路と呼ばれる経路概念を見出していた。今年度においては、両経路概念に対する矢印の媒介中心性

を定義し、線虫の神経ネットワークや遺伝子転写制御ネットワークなどにおいて両者間でトレードオフがあることを発見し、このよ

うなトレードオフが複雑ネットワークの効率性に関する局所最適化モデルで説明できることを示した。 
・値と順序の双対性による順列エントロピーの研究 
順列エントロピーは様々 な分野における時系列解析において実装が簡明・計算コストが低い・ノイズに対しテロバストである方法と

して応用されている。その理論的基礎付けとして、時系列の様々 な情報理論的指標とその順列版の間の関係を明らかにすることは重

要である。本研究では、前年度までに構築してきた値と順序の双対性の理論を用いて、残留エントロピー、転送エントロピー、有向

情報量といったさまざまな時系列の情報論的指標とその順列版の間に等式が成立することを、内部過程がエルゴード的な隠れマルコ

フモデルにおいて証明した。 
・非平衡熱水系におけるアミノ酸熱重合物によるカプセル形成 
海底熱水孔は生命の起源の場の候補の一つとして注目されている。本研究では、海底熱水孔近辺の多孔質状の地質環境を模倣した温

度勾配系をガラスキャピラリーを用いて室内に構築し、そこでのアミノ酸熱重合物の振舞いを調べた。アミノ酸熱重合物は水中で自

己凝集して微小球を形成する。前年度までの研究において、微小球を本実験系内に長時間滞在させると溶解してその周囲にカプセル

が形成される場合があることを見出していた。今年度は、カプセル形成の機構を解明に向けた実験を行い、温度勾配がないとカプセ

ルは形成されないこと、及びガラスキャピラリー内のごく狭い一定の温度幅の位置にのみカプセルが形成されること、を見出した。 
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ミュレーション, 平成 23 (2011) 年度地球シミュレータ利用報告会, JAMSTEC 地球シミュレータセンター, 2012.2. 
8-9  
 門野敏彦，鈴木絢子，緒方雄一朗，桑原秀治，羽山遼，武藤裕太，長谷川直，黒澤耕介，中村昭子，杉田精司，荒川

政彦, 堆積岩に対する衝突クレーター形成実験：大学院生を対象とした人材育成のための衝突実験実習, 平成 23 年度

スペースプラズマ研究会, 宇宙科学研究所, 相模原, 2012.2.27-28 (口頭) 
 中村昭子，岡本尚也，清水一貫，青木隆修，長岡宏樹，ギュットラー・カーステン, 高空隙率標的からのエジェクタ

生成の観察, 平成 23 年度スペースプラズマ研究会, 宇宙科学研究所, 2012.2.27-28 (口頭) 
 岡本尚也，中村昭子，黒澤耕介, 長谷川直, 池崎克俊, 土'山明, フラッシュ X 線を用いた高空隙天体模擬体への弾丸

貫入のその場観察, 平成 23 年度スペースプラズマ研究会, 宇宙科学研究所, 2012.2.27-28 (口頭) 
 荒川政彦，保井みなみ，藤田幸浩，長谷川直，黒澤耕介, フラッシュ X 線による石膏への弾丸貫入とクレーター形

成過程のその場観察, 平成 23 年度スペースプラズマ研究会, 宇宙科学研究所, 2012.2.27-28 (口頭) 
 岡本千里，荒川政彦，長谷川直，田端誠, 分化隕石母天体の衝突破壊と進化, 平成 23 年度スペースプラズマ研究会, 宇
宙科学研究所, 2012.2.27-28 (口頭) 
 保井みなみ，荒川政彦, フラッシュ X 線を用いた石膏への弾丸貫入とクレーター形成過程のその場観察, 平成 23 年

度衝撃波シンポジウム, 東京大学柏キャンパス新領域基盤棟大会議室, 2012.3.7-9 (口頭) 
 岡本尚也，中村昭子，黒澤耕介, 長谷川直, 池崎克俊, 土'山明, フラッシュ X 線を用いた空隙率の高い標的中の弾丸

減速過程の観察, 平成 23 年度衝撃波シンポジウム, 東京大学柏キャンパス新領域基盤棟大会議室, 2012.3.7-9, (口頭) 
 春名太一, 温度勾配環境におけるアミノ酸熱重合物のカプセル形成, 第 6 回内部観測研究会, 神戸大学百年記念会館, 

2012.3.17-18 (口頭) 
 相川祐理, Temporal variatin and D/H ratios of Hot Corino and WCCC species, 日本天文学会春季年会, 龍谷大学, 

2012.3.19-22 
 青田拓大, The shock chemistry of phosphorus in the shocked region L1157 B1, 日本天文学会 2012 年春季年会, 龍
谷大学深草キャンパス, 2012.3.19-22 (口頭) 
 谷井良子, 近赤外偏光観測による T タウリ型連星系に対する原始惑星系円盤の探査, 日本天文学会 2012 年春季年会, 
龍谷大学, 2012.3.21 
 伊藤洋一, GG Tau に付随する周連星円盤の近赤外線観測, 日本天文学会 2012 年春季年会, 龍谷大学, 2012.3.21 
 加藤則行, 分光連星系の限られた星周領域に存在する巨大ガス惑星の探査, 日本天文学会 2012 年春季年会, 龍谷大

学, 2012.3.21 
 深町大介, 高分散分光観測による G 型巨星の CaII H 輝線強度の測定, 日本天文学会 2012 年春季年会, 龍谷大学, 

2012.3.21 
 小野綾子 , 生まれたばかり星の集団がまとう赤外線で輝く星雲 , 日本天文学会 2012 年春季年会, 龍谷大学, 

2012.3.21 
 松井佳菜，徂徠和夫，南谷哲宏, 銀河 CO スペクトルの輪郭の定量化, 日本天文学会 2012 年春季年会, 龍谷大学深草

キャンパス, 2012.3.19-22 
 大石晋恵，徂徠和夫，羽部朝男，元木業人，日浦皓一朗，南原甫幸，南谷哲宏, 銀河系バーエンドに付随する G23.44-0.18
における NH3 輝線観測, 日本天文学会 2012 年春季年会, 龍谷大学深草キャンパス, 2012.3.19-22 
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3.3  外部資金獲得状況 
科学研究費など研究助成一覧 
科学研究費：研究代表者 
＜2011 年度＞ 

研究種目 研究課題名(課題番号) 研究代表者 
直接経費

総額総額

(千円) 

直接経費

配分額 
(千円) 

間接経費

配分額 
(千円) 

特別研究員奨

励費 
ラブルパイル小惑星の構造進化の実

験的研究 (11F01730) GUETTLER C. 800 800 0 

特別研究員奨

励費  
原始惑星系円盤形成期における物質

進化の理論的研究：星間物質から惑星

系物質へ (11J02024) 
古家 健次 600 600 0 

特別研究員奨

励費 
タイプ・トークン近傍調整による群れ

モデルの研究 (11J07078) 新里 高行 600 600 0 

特別研究員奨

励費 
主観的輪郭の知覚におけるヒステリ

シス：内的揺らぎ関する実験的アプロ

ーチ (11J56473) 
中村 友昭 700 700 0 

若手研究(B)・
繰越 

赤外線天文衛星 AKARI による星間

氷組成の空間分布観測 (19740103) 相川 祐理 330 330 0 

基盤研究(B)・
繰越 

太陽系内氷小天体の起源と進化に関

する理論研究 (22340125) 大槻 圭史 300 300 0 

二国間交流事

業共同研究・セ

ミナー 

星形成領域、星間空間、太陽系内にお

ける星間ダストの研究 伊藤 洋一 1,000 1,000 0 

基盤研究(B)  大陸のテクトニクス:大陸の姿・形を

変えた様子を古地磁気学から探る 
(22403012) 

乙藤 洋一郎 3,100 3,100 930 

挑戦的萌芽研

究 
蛇紋岩の残留磁化の起源:新たな古地

磁気学研究対象になる

か?  (23654173) 
乙藤 洋一郎 1,600 1,600 480 

基盤研究(B)  二重視点モデル:潜在性の数理的表現 
(21300093) 郡司 幸夫 4,700 4,700 1,410 

若手研究(B)  木星はなぜあるのか? (22740296) 
山田 耕 1,500 1,500 450 

新学術領域研

究 23103701 
中性子で見る蛇紋石脱水反応の素過

程 (23103701) 瀬戸 雄介 800 800 240 

若手研究(B)  宇宙シンプレクタイト生成メカニズ

ムの再現実験的解明 (23740392) 瀬戸 雄介 2,500 2,500 750 

若手研究(B)  状態空間における存在確率分布の直

接時間積分 (23740357) 西澤 誠也 700 700 0 

基盤研究(C)  星・惑星系形成過程における揮発性物

質の組成、同位体比、気相・固相分配 
(23540266) 

相川 祐理 1,000 1,000 300 

基盤研究(B)  太陽系内氷小天体の起源と進化に関

する理論研究 (22340125) 大槻 圭史 4,700 4,700 1,410 

基盤研究(C)  木星質量の意味 (22540439) 
中川 義次 1,100 1,100 330 

基盤研究(A)  背弧海盆拡大軸下における溶融帯構

造の研究 (21244070) 島 伸和 1,400 1,400 420 

基盤研究(B)  赤外線スペクトルは彗星進化のバロ

メーター (21340040) 木村 宏 3,000 3,000 900 

基盤研究(B)  炭素質コンドライトの高温下におけ

る衝撃履歴の解明 (20340150) 留岡 和重 1,600 1,600 480 
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基盤研究(B)・
繰越

21340139 

水惑星国際比較実験にもとづく降水

構造のモデル表現に関する研究 
(21340139) 

林 祥介 550 550 0 

基盤研究(B) 
21340139 

水惑星国際比較実験にもとづく降水

構造のモデル表現に関する研究 
(21340139) 

林 祥介 2,600 2,600 780 

挑戦的萌芽研

究  
原始惑星系降着円盤の運動構造に関

する地球流体力学的考察 
(21654065) 

林 祥介 900 900 270 

 
 
科学研究費：研究分担者 
＜2011 年度＞ 

研究種目 研究課題名 (課題番号) 研究代表者 
(所属機関) 

研究分担

者 

直接経費

配分額(千
円) 

間接経費

配分額(千
円) 

新学術・領域 円盤から惑星へ (23103004) 百瀬 宗武 (茨
城大学) 荒川政彦 15,540 4,662 

基盤研究(A)  X 線透過法をもちいた天体衝突過程

の新しい理解 (22244056) 
加藤 學 (独立

行政法人宇宙

航空研究開発

機構) 

荒川政彦 1,600 480 

基盤研究(A)  超高速レーザー銃実験による惑星間

衝突の実験的研究 (21244069) 
松井 孝典 (千
葉工業大学) 荒川政彦 100 30 

新学術・領域 円盤から惑星へ (23103004) 百瀬 宗武 (茨
城大学) 相川祐理 1,720 516 

基盤研究(A) 輻射輸送シミュレーションが解き明

かす ALMA 時代の天文学 
(21244021) 

富阪 幸治 (国
立天文台) 相川祐理 300 90 

基盤研究(C) 
20540232 

ベガ型星の観測により検証可能な微

惑星形成理論の構築 (20540232) 
竹内 拓 (東京

工業大学) 中川義次 100 30 

基盤研究(A) 
22244056 

X 線透過法をもちいた天体衝突過程

の新しい理解 (22244056) 
加藤 學 (独立

行政法人宇宙

航空研究開発

機構) 

中村昭子 1,600 480 

基盤研究(A) 
21244069 

超高速レーザー銃実験による惑星間

衝突の実験的研究 (21244069) 
松井 孝典 (千
葉工業大学) 中村昭子 100 30 

新学術・領域

20109002 
大河流域を規制する地球物理・地質

学的構造 (20109002) 
沖野 郷子 (東
京大学・海洋研

究所) 
島伸和 13,050 3,915 

基盤研究(A) 惑星系円盤ダストの統合モデルの確

立 (21244011) 
山本 哲生 (北
海道大学低温

科学研究所) 
木村宏 500 150 

新学術・領域 系外惑星大気の数値モデリングと形

成進化理論 (23103003) 
倉本 圭 (北海

道大学) 倉本圭 4,250 1,275 

基盤研究(B) 地球科学的な熱対流系における流れ

パターン形成 (20340018) 
山田 道夫 (京
都大学数理解

析研究所) 
林祥介 200 60 
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その他の研究助成  
＜2011 年度＞ 

研究種目 研究題目 研究代表者

名 
金額 

(千円) 
国立天文台大学支援経費委託研究 太陽系小天体と原始惑星系の観測的研

究-惑星系形成過程の解明について－ 伊藤 洋一 410 

科学技術振興機構委託研究 システム生物学に関わる情報と記述の

諸問題 春名 太一 2,600 

科学技術振興機構委託研究 海陸観測網データを用いた降雨監視・予

測に関する基礎研究 林 祥介 600 

「アジア隣人ネットワーク」助成金  乙藤 洋一郎 44 
惑星物質科学研究助成金  留岡 和重 437/436 
宇宙地球化学研究助成金  留岡 和重 295 
財団法人ひょうご科学技術協会 奨励研

究助成 平成 23 年 
高温高圧下における二酸化炭素の結晶

構造と分解・溶解反応の解明 (23S062) 瀬戸 雄介 960 

レボルーション！女性教員養成神戸スタ

イル 
 

中村 昭子 260 

InterRidge support for IR-themed 
meeting 

To provide financial support for the 
Workshop on "Ocean Mantle 
Dynamics: From Spreading Center to 
Subduction Zone", which will be held 
on 4-6 October in Japan (5001020) 

島 伸和 462 

 
 
3.4  特記事項(受賞など) 

 藤田哲也, 周惑星円盤による微惑星捕獲, 第 2 回サイエンスフロンティア研究会・優秀発表

賞, 神戸大学理学研究科, 2011.10.29 
 留岡和重, 分析電子顕微鏡および実験的手法による始原的隕石の形成・進化の研究, 学術賞

「三宅賞」, 地球化学研究協会, 2011.12.3 
 瀬戸雄介, 超高圧結晶化学の研究と X 線解析用ソフト群の開発, 日本高圧力学会奨励賞, 日

本高圧力学会, 2011.11.10 
 新里高行, Best Paper Award, 10th Computing Anticipatory System, 2011.8.13 
 村上久, 西山雄大, 新里高行, 榎本洸一郎, 戸田真志, 森山徹, 飯塚浩二郎, 郡司ペギオ幸夫, 

SI2011 優秀講演賞, 計測自動制御学会，対象研究テーマ：群れの維持・形成に寄与する内

的ゆらぎ, 2011.12.25 
 西山雄大, SI2011 優秀講演賞, 第 12 回計測自動制御学会システムインテグレーション部門

講演会 (SI2011), 2011.12.25 
 
 
3.5 共同研究 
神戸大 先方の研究者名・国名・所属機関   
研究者名 研究者名 国名 所属機関 タイトル 研究資金の出所 

高橋芳幸 石渡正樹 日本 北海道大学 地球型惑星大気大循環モデルの

開発 
科学研究費 

高橋芳幸 中島健介 日本 九州大学 地球型惑星大気大循環モデルの

開発 
科学研究費 

中村昭子 Patrick 
Michel 

フランス Cote d’Azur 
Observatory 

ガラスビーズ焼結体の衝突応答

の研究 
特になし 
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中村昭子 門野敏彦 日本 大阪大学レ

ーザーエネ

ルギー学研

究センター 

隕石への高速衝突にともなう破

片放出の研究 
レーザーエネルギー

学研究センター 

中村昭子 真下茂 日本 熊本大学 レゴリス層による隕石破壊・捕獲

効率の実験的研究 
熊本大学 

中村昭子 和田浩二 日本 千葉工大 レゴリスへの弾丸貫入の研究 特になし 

島伸和 Douglas 
A. Wiens, 
Alan 
D.Chave, 
Rob. 
L.Evans
他 

アメリカ ワシントン

大学 
ラウ背弧海盆拡大軸下における

溶融帯構造の研究 
科学研究費(基盤研

究(A)と NSF） 

島伸和 Jérôme 
Dyment 
他 

フランス 
 

パリ地球物

理研究所 
深海底付近における地磁気探査

手法の開発と熱水循環系への応

用 

CNRS PICS 

島伸和 巽好幸, 
阿部なつ

江 他 

日本 海洋研究開

発機構 他 
大型掘削提案研究 (独) 海洋研究開発

機構 

島伸和 浦辺徹郎, 
沖野郷子, 
川田佳史 
他 

日本 東京大学大

学院理学系

研究科 他 

海底下の大河 科学研究費(新学術

領域研究) 

島伸和 野木義史, 
本吉洋一 
他 

日本 国立極地研

究所 他 
南極プレート周辺の海底拡大系

の研究 
国立極地研究所 

春名太一 中嶋浩平 スイス チューリッ

ヒ大学 
値と順序の双対性による順列エ

ントロピーの研究 
受託研究費 

荒川政彦 William 
DURHAM 

アメリカ マサチュー

セッツ工科

大学 

高圧下における氷天体物質のレ

オロジーに関する実験的研究 
日本学術振興会 

荒川政彦 山本哲生 日本 北海道大学 氷天体の衝突付着・破壊・クレー

ター形成に関する実験的研究 
北海道大学低温科学

研究所 
荒川政彦 門野敏彦 日本 大阪大学 超地球脱出速度における衝突ク

レーター形成実験 
大阪大学レーザーエ

ネルギー学研究セン

ター 
荒川政彦 長谷川直 日本 宇宙科学研

究所 
フラッシュＸ線を用いた多孔質

物質中への弾丸貫入のその場観

察 

宇宙科学研究所 
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